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み
な
さ
ん
老
後
の
準
備
は
十

分
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

の
格
言
で
「
人
生
に
お
い
て
確

実
な
も
の
は
死
と
税
金
だ
け

だ
」
と
い
う
よ
う
に
税
金
は
生

き
て
い
る
限
り
避
け
ら
れ
な
い

も
の
で
す
。
収
入
が
少
な
く
な

っ
た
老
後
に
税
金
の
心
配
を
し

な
い
よ
う
に
今
か
ら
対
策
を
組

ん
で
賢
く
生
き
た
い
も
の
で

す
。
Ｉ
Ｒ
Ａ
（In

div
idu

al
R

e
t

i
r

e
m

e
n

t
A

rrangem
ents

）
は
、
個
人

が
金
融
機
関
に
お
い
て
口
座
を

開
設
し
、
投
資
先
を
自
由
に
選

択
し
て
運
用
す
る
個
人
年
金
制

度
で
す
。
給
与
や
自
営
業
所
得

等
の
役
務
所
得
が
あ
る
人
は
、

た
と
え
雇
用
主
が
提
供
し
て
い

る4グケ(k)

等
の
適
確
企
業
年

金
プ
ラ
ン
に
加
入
し
て
い
て
も

活
用
で
き
ま
す
。
今
週
は
、
老

後
設
計
に
お
い
て
重
要
な
税
金

の
恩
恵
盛
り
だ
く
さ
ん
の
個
人

年
金
口
座
で
あ
る
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
特

徴
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
種
類

従
来
型
Ｉ
Ｒ
Ａ
（「
Ｉ
Ｒ
Ａ
」）

と
ロ
ス
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
調
整

総
所
得
（
ほ
ぼ
年
収
に
相
当
）

や
雇
用
主
が
適
確
退
職
プ
ラ
ン

を
提
供
し
て
い
る
か
（
源
泉
徴

収
票Form

W
ム2

の
ボ
ッ
ク
ス

ケ3
番
に
記
載
）
に
よ
り
ま
す
が
、

拠
出
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
額

を
確
定
申
告
書
上
で
課
税
所
得

か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
拠
出
時
に
節
税
が
期
待
で

き
ま
す
。
積
立
期
間
中
の
運
用

収
益
は
将
来
分
配
さ
れ
る
ま
で

繰
延
べ
さ
れ
る
の
で
税
金
の
恩

恵
は
大
き
い
の
で
す
が
、
実
際

に
分
配
金
を
受
け
る
際
に
は
分

配
金
全
額
（
控
除
が
と
れ
な
か

っ
た
拠
出
額
は
省
く
）
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
ロ
ス
Ｉ
Ｒ

Ａ
は
、
拠
出
時
の
控
除
は
認
め

ら
れ
な
い
た
め
、
拠
出
時
の
税

金
恩
恵
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
積
立
期
間
中
の
運
用
収
益

が
繰
延
べ
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
将

来
受
取
る
分
配
金
は
非
課
税
扱

い
と
な
る
の
で
、
将
来
に
大
き

な
節
税
が
期
待
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ケ8
歳
以
上
の
納
税

者
（
フ
ル
タ
イ
ヴ
の
学
生
は
除

く
）
で
所
得
が
６
万
１
０
０
０

（
夫
婦
合
算
申
告
者
、
独
身
は

半
額
）
以
下
の
場
合
に
は
、
Ｉ

Ｒ
Ａ
や
ロ
ス
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
拠
出
し

た
金
額
を
特
別
に
税
額
控
除
と

し
て
一
人
に
つ
き
最
高
１
０
０

０
ド
ル
ま
で
控
除
が
認
め
ら
れ

ま
す
。

②
拠
出

年
間
に
拠
出
で
き
る
額
は
、

い
ず
れ
も
５
５
０
０
ド
ル
（
役

務
所
得
が
５
５
０
０
以
下
の
場

合
は
、
役
務
所
得
ま
で
）
で
す
。

年
末
時
点
で
5グ
歳
以
上
の
方
は

追
加
で
１
０
０
０
ド
ル
の
拠
出

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得

が
な
い
配
偶
者
も
夫
婦
二
人
の

所
得
が
１
万
１
０
０
０
ド
ル
以

上
あ
れ
ば
、
満
額
拠
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
拠
出
に
際
し

て
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
収
入
制
限
を
設
け

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ス
Ｉ
Ｒ

Ａ
は
、
夫
婦
合
算
者
で
ケ9
万
３

０
０
０
ド
ル
、
独
身
は
ケ3
万
１

０
０
０
ド
ル
、
夫
婦
個
別
申
告

者
は
１
万
ド
ル
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
全
く
拠
出
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
収
入
制
限
に
気
づ

か
ず
に
誤
っ
て
拠
出
し
て
し
ま

う
と
６
％
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が

課
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｉ
Ｒ
Ａ
へ
の
拠
出
は
年
末
時
点

で
7グ
・
５
歳
に
到
達
す
る
年
以

降
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

ロ
ス
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
年
齢
制
限
な
く

拠
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
分
配
金

さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
税
制
措
置

の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
一
方
、

分
配
に
関
し
て
は
、
厳
し
い
制

約
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
分

配
開
始
時
期
は
59
・
５
歳
か
ら

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に

分
配
を
受
け
た
場
合
に
は
、

ケグ
％
の
早
期
分
配
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
た
だ
し
、
死
亡
や
障
害
に

よ
る
引
き
出
し
や
、
別
の
Ｉ
Ｒ

Ａ
へ
の
転
換
、
大
学
等
の
高
等

教
育
費
、
調
整
総
所
得
の
ケグ
％

を
超
え
る
医
療
費
、
一
万
ド
ル

ま
で
の
初
め
て
の
マ
イ
ホ
ー
ヴ

購
入
代
金
、
失
業
手
当
を
２
週

間
以
上
受
給
し
て
い
る
納
税
者

の
健
康
保
険
料
な
ど
に
あ
て
が

う
た
め
の
分
配
金
は
、
例
外
と

し
て
当
該
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
異
な
る
の

で
、
自
身
の
今
後
の
生
活
設
計

に
合
っ
た
方
を
選
択
す
る
こ
と

が
肝
心
で
す
。
ケ5
年
度
が
過
ぎ

去
っ
た
今
、
ケ5
年
度
用
の
節
税

が
で
き
る
項
目
は
ほ
と
ん
ど
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
と
Ｉ
Ｒ
Ａ

に
関
し
て
は
ケ5
年
度
用
Ｉ
Ｒ
Ａ

の
拠
出
期
日
が
確
定
申
告
書
の

提
出
期
日
で
あ
る
４
月
ケ8
日
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
へ

の
拠
出
を
考
え
て
い
る
人
は
ケ5

年
度
の
節
税
に
ま
だ
間
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
自
分
の
税
金
の
状
況

を
把
握
し
、
も
し
拠
出
す
る
こ

と
で
節
税
で
き
る
人
は
期
日
ま

で
に
拠
出
を
す
る
こ
と
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
！

＊
上
記
記
事
は
、
い
か
な
る
個

人
や
事
業
体
で
あ
っ
て
も
税
務

上
の
罰
金
を
回
避
す
る
た
め
に

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
記

事
中
の
情
報
は
全
て
一
般
的
な

も
の
で
あ
り
、
特
定
の
個
人
も

し
く
は
事
業
体
の
状
況
へ
の
適

用
を
意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い

る
税
法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は

特
定
事
項
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適

用
す
る
の
で
は
な
く
、
実
情
に

基
づ
き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
＊
＊

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｌ
Ｌ
Ｐ

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

齊
藤
美
智
子

❻

個
人
年
金
口
座
Ｉ
Ｒ
Ａ

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

教
育
部
副
部
長
の
源
和
子
さ
ん

が
こ
の
ほ
ど
、
米
教
育
新
聞
の

エ
デ
ュ
ヺ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ

デ
イ
ト
が
選
ん
だ
「
歴
史
を
形

作
る
女
性
」
賞
の
２
０
１
６
年

度
受
賞
者
ケ5
人
の
一
人
に
選
ば

れ
、
同
紙
３
・
４
月
合
併
号
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

同
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を

中
心
に
全
米
で
読
ま
れ
て
い
る

教
育
者
や
教
育
機
関
向
け
の
新

聞
。
過
去
2グ
年
に
わ
た
り
各
業

界
で
貢
献
し
た
女
性
を
称
え
、

同
賞
を
授
与
し
て
き
た
。
２
０

１
５
年
度
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

教
育
局
の
カ
ル
ヵ
ン
・
フ
ェ
リ

ー
ナ
局
長
や
ハ
ワ
イ
大
学
教
授

の
マ
ヤ
・
ソ
エ
ト
ロ
博
士
（
オ

バ
マ
大
統
領
の
異
父
妹
）
な
ど

が
受
賞
し
た
。
源
さ
ん
は
「
広

島
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ
た
禎
子

さ
ん
の
兄
、
佐
々
木
雅
弘
さ
ん

や
、
原
爆
投
下
を
命
じ
た
ト
ル

ー
マ
ン
大
統
領
の
孫
と
と
も
に

行
っ
て
い
る
活
動
な
ど
に
注
目

し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
」

と
コ
ヵ
ン
ト
し
て
い
る
。
詳
細

はh
ttp:メメed

u
cation

u
pム

date.com

を
参
照
。

「歴史を形作る女性」賞
源和子さんら15人選出

ア
イ
ベ
ッ
ク
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

対
策
コ
ー
ス
全
８
回
（
８
週
間
）

を
４
月
か
ら
開
講
す
る
。

ク
ラ
ス
で
は
、
リ
ス
ニ
ン
ヹ
、

リ
ー
デ
ィ
ン
ヹ
両
セ
ク
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
「
問
題
に
潜
む
罠

を
見
抜
き
正
解
を
見
つ
け
る
方

法
」
や
間
違
え
や
す
い
文
法
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
同
校
講
師

の
マ
イ
ヺ
ル
・
ボ
ー
ド
さ
ん
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ハ
ガ
テ
ィ
さ

ん
が
解
説
す
る
。
両
者
は
「
日

本
人
が
英
語
を
学
ぶ
う
え
で
陥

り
や
す
い
ク
セ
や
弱
点
を
熟
知

し
て
い
る
」
と
生
徒
か
ら
評
判

だ
と
い
う
。
平
日
夜
コ
ー
ス
は

４
月
ケ9
日
（
火
）
午
後
７
時
3グ

分
、
土
曜
コ
ー
ス
は
４
月
23
日

（
土
）
午
前
ケグ
時
45
分
、
平
日

午
後
コ
ー
ス
は
４
月
2ケ
日
（
木
）

午
後
４
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

受
講
費
は
３
６
０
ド
ル
。
教

材
費
57
ド
ル
7グ
セ
ン
ト
（
税
込

み
）
。
詳
細
・
申
し
込
み
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.ib
ecム

usa.com

か
ら
。

ア
イ
ベ
ッ
ク
４
月
か
ら

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
回
コ
ー
ス

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
で

は
、
日
本
庭
園
の
１
０
０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
庭
園
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
。

日
本
庭
園
は
造
園
家
の
塩
田

武
雄
（
１
８
８
１
〜
１
９
４
３
）

の
設
計
・
施
工
。
池
泉
回
遊
式

の
庭
園
は
公
園
の
一
部
と
し
て

造
ら
れ
た
日
本
庭
園
と
し
て
は

全
米
で
最
古
。
池
を
中
心
に
池

畔
の
建
物
の
対
岸
に
築
山
を
布

置
し
、
滝
、
亀
島
、
太
鼓
橋
、

藤
棚
、
灯
籠
な
ど
が
配
置
さ
れ
、

日
本
ら
し
さ
と
四
季
を
表
す
た

め
の
シ
ョ
ウ
ブ
や
カ
エ
デ
、
ツ

ツ
ジ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
春
恒
例
の
桜
祭
り
は
４
月

3グ
日
（
土
）
と
５
月
１
日
（
日
）
。

今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る
。

入
場
料
は
一
般
ケ2
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
６
ド
ル
、
会
員
・

ケ2
歳
以
下
は
無
料
。
開
園
時
間

は
火
〜
金
曜
午
前
８
時
か
ら
午

後
６
時
、
土
曜
は
午
前
ケグ
時
か

ら
午
後
６
時
。
月
曜
と
祝
日
は

休
園
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.bbg.org

を
参
照
。
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